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いを検討するために IPS(Individual Placement and Support)や DMA(Disability 
Management Approach)及びソーシャルワークなどの先行研究の精査と比較検討を深めて
いる。その中でも就労支援のソーシャルワークを見出すために就労支援実践の実績に関す
る先行調査と障害者就業・生活支援センターの実践を対比しつつ、基礎的なソーシャルワ
ーク理論の先行研究を更に渉猟しながら、就労支援におけるソーシャルワーク論の新たな
展開を探求している。 
 特に中核となる研究内容では、質的研究法であるM-GTAによる概念生成の過程おいて精
神科リハビリテーション研究やソーシャルワーク研究などの理論的な根拠との検証を進め、
本論の主題である「就労のための援助論」から、「新たな就労ソーシャルワーク論」を提示
している。そのソーシャルワーク論に位置づけた就労支援機能とも捉えられる概念生成の
中核に示した「その人らしい就労生活の支援」といった概念の抽出は、従来の精神科リハ
ビリテーション論や経験則から語られてきた就労ソーシャルワークの支援プロセスを可視
化させた研究成果として評価できる。 
なお、残された研究課題は、本論文で焦点化した研究成果の汎用性の範囲が限定される
のが研究対象の事業所に限られ、そのソーシャルワーカーらによる支援が障害者雇用枠の
ため、今後、地域ベースの就労ソーシャルワークの提示を目指す研究といった挑戦的な研
究へと展開されるよう望みたい。つまり、わが国の福祉政策の大転換期においては「地域
共生社会」づくりが喧伝され、誰にでも必要な就労・就業・雇用施策での改革が喫緊の課
題になっている。そこでは、旧厚生省・労働省の縦割りに止まらず、内閣府や経済産業省
などの各省庁の横断的な政策化が必要になるからこそ、障害者政策も「地域包括化」が求
められるからである。 
 
以上のような審査の結果、本大学院博士後期課程における課程博士論文の審査基準に適合
した学位論文として認定できる。 
